
JA北さつま

育てよう明日を
JAグループ鹿児島

http://www.ja-kitasatsuma.or.jp/  11
2023

No.164

湯ったり手軽にエクササイズ !湯ったり手軽にエクササイズ !

LET'S お風呂体操LET'S お風呂体操

特  集特  集



薩摩中央家畜市場　2023年10月12日～ 13日
入場頭数 633頭
売却頭数 616頭

入 場 売却 最高値 最低値 平均値 平均
体重

kg
単価 前回比

雌 279 265 899,800 123,200 473,174 284 1,664 10,351
雄
去 354 351 1,020,800 117,700 481,261 314 1,531 ▲61,095

総平均値 477,782 円　　　
前 回 比 32,280 円　安値
総売上高 294,313,800 円　　　

子牛せり市成績表子牛せり市成績表（税込み）（税込み） 平
均
47
万
7
7
8
2
円

　
薩
摩
中
央
家
畜
市
場
で
10
月
12
日
、
13

日
の
２
日
間
、
子
牛
セ
リ
市
が
あ
り
ま
し

た
。
１
頭
あ
た
り
の
平
均
価
格
は
47
万

7
7
8
2
円
で
、
前
回
（
9
月
）
を
3
万

2
2
8
0
円
下
回
り
ま
し
た
。
最
高
値
は

雌
が
89
万
9
8
0
0
円
、
去
勢
は
1
0
2

万
8
0
0
円
で
し
た
。

若雌１区：最優秀賞２席

第
72
回 

鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会

　
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
は
９
月
30
日
、

霧
島
市
の
姶
良
中
央
家
畜
市
場
で
「
第
72

回
鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会
」
を
開
き
ま
し

た
。
県
内
10
地
区
か
ら
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
59
頭
が
出
品
さ
れ
３
部
門
で
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
管
内
か
ら
は
川
薩
地
区

７
頭
、
伊
佐
地
区
５
頭
の
計
12
頭
が
出
品

さ
れ
ま
し
た
。
若
雌
１
区
で
、
西
別
府

丈
弥
さ
ん
（
伊
佐
市
大
口
）
の
「
ほ
の
か

１
」
が
最
優
秀
賞
２
席
、
徳
重
真
生
さ
ん

（
さ
つ
ま
町
宮
之
城
）
の
「
き
く
ひ
さ
」

が
最
優
秀
賞
７
席
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

父
系
群
区
で
は
、
瀬
戸
口
和
雄
さ
ん

（
伊
佐
市
大
口
）
の
「
ひ
ま
り
」
「
つ
む

ぎ
」
「
り
ん
ね
」
の
３
頭
が
最
優
秀
賞
４

席
に
輝
き
ま
し
た
。

　
西
別
府
さ
ん
は
「
栄
養
の
管
理
、
毎
日

の
引
き
運
動
で
毛
並
み
や
足
元
の
強
さ
が

こ
の
１
カ
月
で
見
違
え
た
。
こ
こ
ま
で
来

ら
れ
た
の
は
息
子
と
Ｊ
Ａ
の
指
導
員
の
お

か
げ
。
県
共
で
２
席
を
獲
得
で
き
た
こ
と

は
今
後
の
励
み
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
も
県

共
で
更
な
る
上
位
の
成
績
を
目
指
し
頑
張

り
た
い
」
と
語
り
、
関
係
者
と
喜
び
を
分

か
ち
合
っ
て
い
ま
し
た
。

【チーム北さつま】で
審査前の準備をする様子

力いっぱいの「頑張ろう三
唱」をする倉野晃太さん

若雌１区：最優秀賞７席

父系郡区：最優秀賞４席
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、

こんにちはこんにちはAコープAコープです!です!

稲刈りシーズン到来！

黄金色の輝き
収穫作業に汗

　
県
内
一
の
米
ど
こ
ろ
、
Ｊ
Ａ
北

さ
つ
ま
管
内
で
普
通
期
米
の
収
穫

が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
順
調
に
生
育
し
ま
し

た
。
生
産
者
は
コ
ン
バ
イ
ン
を
走

ら
せ
、
黄
金
色
に
染
ま
っ
た
稲
穂

を
次
々
と
刈
り
取
っ
て
い
ま
し

た
。

　

Ｊ
Ａ
管
内
で
は
「
ヒ
ノ
ヒ
カ

リ
」
を
中
心
に
、
「
あ
き
ほ
な

み
」
「
な
つ
ほ
の
か
」
な
ど
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。

米米生生産産農農家家（（組組合合員員））ののみみななささままへへ  
北北ささつつまま農農業業協協同同組組合合  

令令和和５５年年産産米米  ｢｢仮仮渡渡金金｣｣価価格格ににつついいてて  
玄米３０ｋｇ／１袋当たり （税込）  

品   種 等 級 仮 渡 金 価 格 

ヒノヒカリ 
1  等 6 , 7 0 0  
2  等 6 , 5 0 0  
3  等 6 , 2 0 0  

あきほなみ 
1  等 6 , 4 0 0  
2  等 6 , 2 0 0  
3  等 5 , 9 0 0  

 なつほのか   
1  等 6 , 2 0 0  
2  等 6 , 0 0 0  
3  等 5 , 7 0 0  

その他うるち 
1  等 5 , 7 0 0  
2  等 5 , 5 0 0  
3  等 5 , 2 0 0  

                                          
※ 令和５年産米仮渡金価格について、令和５年１０月１１日（水）に開催した「ＪＡ北

さつま米穀共同計算委員会」において決定いたしました。 
                          
※ 当初の予約数量を超えた出荷分につきましては、予予約約数数量量のの１１１１００％％をを上上限限に上記の       

仮渡金価格となります。 
ななおお、、予予約約数数量量のの上上限限をを超超ええるる数数量量、、おおよよびび出出荷荷予予約約ををししてていいなないい出出荷荷ににつつききままししてて

はは、、上上記記のの仮仮渡渡金金価価格格かからら▲▲５５００００円円ととななりりまますす。。 
 

注注））本本案案内内ににつつききままししててはは、、組組合合員員様様向向けけのの案案内内ととななりりまますす。。  

 

 
 本   所   （代表）（０９９６）５３－１１２１ 

     生産販売課   （直通）（０９９６）５３－１３８７ 
                伊佐営農センター（直通）（０９９５）２４－２６１０ 
                川内営農センター（直通）（０９９６）２７－０１７２ 
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Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
で
は
、
9
月
29
日
極
早

生
み
か
ん
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
さ
つ
ま
町
広
瀬
の
新
生
み
か
ん
生
産
組

合
（
８
名
）
の
選
果
場
で
は
、
Ａ
コ
ー
プ

や
大
手
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
荷
す

る
た
め
、
袋
詰
め
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
極
早
生
か
ら
早
生

と
、
11
月
下
旬
ま
で
一
日
お
き
に
作
業
が

続
き
ま
す
。

「
か
ご
し
ま
早
生
」
は
、
皮
が
青
く
て
果

肉
は
赤
く
、
高
糖
度
で
香
り
高
い
こ
と
か

ら
人
気
が
あ
り
ま
す
。
果
肉
を
包
む
袋
状

の
皮
（
じ
ょ
う
の
う
膜
）
が
薄
く
て
柔
ら

か
く
、
食
べ
や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

祝
迫
農
園
園
主
の
祝
迫
和
行
さ
ん
は

「
こ
の
地
域
は
山
な
り
開
墾
で
日
当
た
り

も
良
く
、
赤
土
・
れ
き
質
で
土
質
が
良
い

の
で
水
分
が
抜
け
や
す
く
、
美
味
し
い
み

か
ん
を
作
れ
ま
す
。
」
と
出
来
に
納
得
し

た
様
子
で
し
た
。

　

　
極
早
生
み
か
ん
出
荷
始
ま
る

／　KITASATSUMA　NEWS!!　／

収穫作業をする祝迫果樹園の祝迫直人さん

極早生みかんを袋詰めする作業員

　

９
月
23
日
、
彼
岸
花
が
見
頃
を
迎
え
た

快
晴
の
さ
つ
ま
町
柊
野
で
、
柏
原
小
学
校

の
児
童
16
人
が
「
田
の
神
様
」
「
仏
飯

講
」
「
金
明
竹
」
に
ゆ
か
り
の
あ
る
３
カ

所
に
分
か
れ
、
説
明
用
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を

手
に
地
域
の
歴
史
等
に
つ
い
て
語
り
ま
し

た
。
多
く
の
見
物
客
が
、
児
童
達
の
元
気

な
語
り
部
を
聞
き
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　
語
り
部
は
24
年
前
に
地
域
活
性
化
を
目

的
と
し
て
始
ま
っ
た
「
柊
野
ひ
が
ん
花
ま

つ
り
」
の
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

 　

　
柊
野
ひ
が
ん
花
ま
つ
り
は
昨
年
に
続
き

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
域
住
民
の
熱

い
思
い
も
あ
り
語
り
部
は
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
柏
原
小
学
校
で
は
総
合
学
習
の
授
業
と

し
て
、
児
童
達
が
地
域
の
こ
と
を
調
べ
て

い
ま
す
。
13
日
に
は
地
域
住
民
か
ら
柊
野

地
区
の
歴
史
等
の
話
を
聞
く
学
習
会
を
開

き
、
児
童
と
地
域
の
繋
が
り
の
場
所
作
り

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
児
童
達
に
と
っ
て
、
語
り
部
当
日
は
、

準
備
に
準
備
を
重
ね
て
き
た
晴
れ
の
舞

台
。　
　

　
ど
の
児
童
た
ち
も
、
見
物
客
に
伝
わ
る

よ
う
一
言
一
言
し
っ
か
り
と
し
た
口
調
で

生
き
生
き
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

満
開
の
彼
岸
花
と
語
り
部柏原

小
学
校
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さ
つ
ま
町
中
津
川
の
大
石
神
社

で
10
月
１
日
、
秋
季
大
祭
が
あ
り
、

金
吾
様
（
き
ん
ご
さ
あ
）
踊
り
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
踊
り
手
が
一

堂
に
会
す
る
の
は
４
年
ぶ
り
。
一

時
小
雨
も
振
る
中
、
多
く
の
見
物

客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

地
元
園
児
の
稚
児
舞
を
皮
切
り

に
、
「
地
割
舞
」
「
俵
踊
り
」

「
鷹
刺
し
踊
り
」 

「
兵
児
（
へ

こ
）
踊
り
」
な
ど
集
落
に
伝
わ
る

11
種
類
の
踊
り
が
次
々
に
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
職
員
４
人
も

踊
り
手
と
し
て
参
加
し
、
境
内
に

鳴
り
響
く
太
鼓
や
三
味
線
、
笛
の

音
に
合
わ
せ
て
勇
壮
に
舞
い
、
見

物
客
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

同
神
社
は
「
金
吾
様
」
と
呼
び

親
し
ま
れ
た
戦
国
武
将
、
島
津
歳

久
を
祭
り
、
武
の
神
・
安
産
の

神
・
稲
作
の
神
と
し
て
も
崇
敬
さ

れ
て
い
ま
す
。

豊
作
・
無
病
息
災
を
祈
念

／　KITASATSUMA　NEWS!!　／

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
福
祉
拠
点
施
設
「
田

原
の
郷
」
の
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
で
、

９
月
15
日
、
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

感
染
対
策
を
し
た
館
内
で
、
利
用
者
10
人

が
食
事
や
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
日
本
舞
踊
の

観
賞
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
利
用
者
は
、
腕
に
よ
り
を
か
け
て
作
ら

れ
た
祝
い
の
膳
に
箸
を
運
び
な
が
ら
、
ス

タ
ッ
フ
と
の
会
話
に
華
を
咲
か
せ
ま
し

た
。

　
日
本
舞
踊
の
観
賞
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
の

高
嶺
良
子
さ
ん
が
、
お
は
ら
節
な
ど
３
曲

を
披
露
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
利
用
者
の

座
席
周
り
を
囲
ん
で
ス
タ
ッ
フ
達
が
踊
る

と
、
利
用
者
の
中
に
は
踊
り
に
参
加
す
る

人
も
見
ら
れ
、
ア
ン
コ
ー
ル
含
む
３
曲
を

踊
り
、
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

　
手
作
り
の
小
道
具
、
「
桜
島
大
根
」
を

手
渡
さ
れ
た
利
用
者
達
は
「
重
か
ね
ぇ
」

な
ど
話
し
な
が
ら
利
用
者
同
士
の
会
話
を

楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。 敬

老
の
日
の
お
祝
い

　
　
　
　
田
原
の
郷

踊りを披露する高嶺良子さん㊧と
利用者達
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令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
年
金
友
の
会
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
９
月
26
日
、
さ
つ
ま
町
の

宮
之
城
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
り
、
22
チ
ー
ム
、

1
2
4
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
笑
顔
で

プ
レ
ー
を
楽
し
み
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
16
ホ
ー
ル
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
も
続
出
。
団
体
の
部
は
柏
原
が
優
勝
し
、

２
位
に
は
鶴
田
Ｂ
、
３
位
は
船
木
で
し
た
。
上
位

２
チ
ー
ム
が
11
月
9
日
に
開
催
さ
れ
る
の
県
大
会

へ
と
駒
を
進
め
ま
し
た
。
個
人
の
部
は
、
中
間
あ

け
み
さ
ん
（
平
川
）
が
制
し
、
2
位
が
内
堀
廣
治

さ
ん
（
柏
原
）
、
3
位
は
廣
澤
潤
さ
ん
（
紫
尾
）

で
し
た
。

　
木
原
成
孝
会
長
は
「
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
少
な
く

な
り
、
参
加
チ
ー
ム
が
増
え
た
こ
と
は
喜
ば
し
い

こ
と
で
す
。
85
歳
以
上
の
方
が
13
人
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
中
で
も
最
高
齢
は
93
歳
。
目
指

す
べ
き
姿
を
見
ら
れ
て
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
他
地
区
で
も
予
選
が
開
催
さ
れ
、
県
大

会
に
出
場
す
る
６
チ
ー
ム
が
決
定
し
ま
し
た
。　

県
大
会
出
場
６
チ
ー
ム
決
定
!!

さつま地区で優勝した柏原チーム

川内地区で優勝した樋脇Bチーム

伊佐地区で優勝した本城Ａチーム

　

さつま
地区

柏原

鶴田Ｂ

川内地区

樋脇B

南瀬

樋脇Ｃ

伊佐地区 本城Ａ

　県大会に出場する
６チーム

１０・１１　月は　 月間国消国産
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さ
つ
ま
町
役
場
で
10
月
６
日
、
ア
ボ
カ

ド
の
試
食
会
が
あ
り
ま
し
た
。
試
食
会
に

出
さ
れ
た
の
は
、
同
町
中
津
川
の
今
村
耕

一
さ
ん
（
74
）
が
園
主
を
務
め
る
依
知
花

農
園
で
栽
培
さ
れ
た
ア
ボ
カ
ド
で
品
種
は

「
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
」
。

　
今
村
さ
ん
は
観
葉
植
物
を
栽
培
し
て
い

ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
需
要
が

減
少
。
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た

い
と
考
え
、
ア
ボ
カ
ド
に
目
を
付
け
た
そ

う
で
す
。
令
和
３
年
６
月
に
５
品
種
９
本

の
１
年
生
苗
を
植
栽
し
栽
培
を
始
め
ま
し

た
。
令
和
４
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
全
て

の
品
種
が
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
が
、
着
果

が
確
認
で
き
た
の
は
「
ピ
ン
カ
ー
ト
ン
」

「
リ
ー
ド
」
の
２
種
類
。

　
ア
ボ
カ
ド
は
温
帯
か
ら
亜
熱
帯
で
主
に

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
ス
ー
パ
ー

等
で
販
売
さ
れ
て
い
る
ア
ボ
カ
ド
の
ほ
と

ん
ど
が
メ
キ
シ
コ
産
の
「
ハ
ス
」
。
国
産

ア
ボ
カ
ド
の
利
点
は
成
熟
ま
で
樹
上
で
着

果
さ
せ
、
果
肉
に
十
分
な
油
分
を
貯
蔵
さ

せ
て
か
ら
の
収
穫
が
可
能
で
、
食
味
が
良

く
な
る
点
で
す
。

　
今
村
さ
ん
は
「
新
し
い
こ
と
に
取
り
組

む
こ
と
が
好
き
で
ア
ボ
カ
ド
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
。
前
例
が
な
く
、
水
管
理
、
温
度

調
整
、
肥
料
の
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
で
苦
労

し
た
。
今
後
は
、
残
り
の
３
品
種
の
着
果

や
追
熟
の
期
間
な
ど
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。
」
と
語
り
ま
し

た
。

さ
つ
ま
町
で
ア
ボ
カ
ド
を
初
収
穫

リード（写真：右）、ピンカートン（写真：左）

　
大
阪
府
の
阪
南
大
学
定
藤
博
子
ゼ
ミ
の

学
生
が
、
９
月
12
日
・
13
日
、
鹿
児
島
県

の
畜
産
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
、
さ
つ
ま
町

の
畜
産
農
家
下
田
保
幸
さ
ん
の
牛
舎
や
Ｊ

Ａ
北
さ
つ
ま
の
肥
育
牛
セ
ン
タ
ー
、
薩
摩

中
央
家
畜
市
場
で
開
催
さ
れ
た
子
牛
せ
り

市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
下
田
さ
ん
は
、
20
代
の
頃
、
派
米
研
修

で
学
ん
だ
後
、
帰
国
し
畜
産
経
営
を
始
め

ま
し
た
。
現
在
で
は
、
母
牛
１
３
０
頭
の

繁
殖
牛
を
育
て
て
い
ま
す
。
自
ら
の
経
験

か
ら
、
「
若
い
人
に
は
、
や
り
た
い
こ
と

に
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
思
い

を
語
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
吉
祥
庵
豊
実
畜
産
部
次

長
は
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
肥
育
牛
セ
ン
タ
ー

で
管
内
の
畜
産
の
状
況
、
畜
産
経
営
・
流

通
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
学
生
達
は
積
極

的
に
質
問
し
た

り
、
熱
心
に
メ
モ

を
取
る
な
ど
し

て
、
各
施
設
を
見

学
し
、
「
命
に
感

謝
し
た
い
と
思

う
」
と
話
し
ま
し

た
。

　

　

９
月
24
日
、
循
環
都
市
を
目
指
す
薩

摩
川
内
市
が
、
Ｓ
Ｏ
Ｋ
Ｏ 

Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｋ

Ａ
で
、
九
州
大
学
の
教
授
ら
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、
異
業
種
の
参
加
者
が

集
ま
り
ま
し
た
。
全
３
回
の
第
１
回
目
の

テ
ー
マ
は
茶
で
、
平
田
川
内
営
農
セ
ン

タ
ー
長
や
県
内
外
農
業
関
連
の
参
加
者
が

意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
九
州
大
学
の
原
田
裕
一
教
授
は
「
様
々

な
立
場
や
価
値
観
の
人
と
の
意
見
交
換
で

新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
期
待
し
て
い
る
」
と

挨
拶
。

　
東
郷
町
「
笹
野
製
茶
」
の
笹
野
千
津
子

さ
ん
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
耕
作
放
棄

地
・
使
用
済
み
の
茶
葉
の
活
用
等
に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。
笹
野
さ
ん
は
「
地
元

だ
か
ら
こ
そ
気
付
か
な
い
地
域
の
魅
力
が

あ
る
。
今
あ
る
も
の
を
使
っ
て
で
き
る
こ

と
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し

た
。

畜
産
学
ぶ
大
学
生

再
資
源
化
の

　
　

  

ア
イ
デ
ア
を

下田さん（中央）の話を熱心に聞く学生

笹野さんと意見交換をする参加者

／　KITASATSUMA　NEWS!!　／

生産者の今村耕一さん
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／　KITASATSUMA　NEWS!!　／

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
伊
佐
金
山
ね
ぎ
振
興
会

総
会
が
９
月
15
日
、
伊
佐
総
合
支
所
で
あ

り
ま
し
た
。
生
産
者
ら
約
50
人
が
出
席

し
、
令
和
５
年
度
活
動
計
画
な
ど
４
議
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
５
年
度
は
栽

培
技
術
向
上
に
向
け
た
集
合
研
修
等
を
実

行
す
る
と
と
も
に
、
作
型
に
適
し
た
品
種

試
験
、
検
討
な
ど
を
実
施
し
、
伊
佐
・
姶

良
北
部
指
定
産
地
協
議
会
と
一
体
と
な

り
、
消
費
地
会
議
実
施
に
よ
る
商
談
、
契

約
販
売
の
取
り
組
み
に
よ
り
安
定
販
売
・

安
定
ロ
ッ
ト
供
給
、
「
金
山
ね
ぎ
」
品
質

の
均
一
化
を
基
に
産
地
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
会
員
は
55
人
で
栽
培
面
積
は
約
31
㌶
。

23
年
度
は
出
荷
量
４
４
２
㌧
、
販
売
高

１
億
３
７
０
０
万
円
を
目
指
し
ま
す
。
役

員
改
選
も
あ
り
、
荒
平
学
さ
ん
の
続
投
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　

９
月
12
日
、
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
本
所
で
営

農
・
経
済
事
業
の
成
長
・
効
率
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
最
終
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
収
益
構
造
や
効
率
性
、

課
題
、
成
長
分
野
な
ど
の
「
見
え
る
化
」

を
図
り
、
職
員
の
ア
イ
デ
ア
も
踏
ま
え
て

詳
細
な
実
行
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
北
さ
つ
ま
で
は
、
人
員
不
足
や
経
営
資

源
の
分
散
と
い
っ
た
課
題
に
「
出
向
く
活

動
強
化
に
よ
る
生
産
者
所
得
向
上
・
販
売

拡
大
」
な
ど
の
11
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
組
織
協
議
を
経
て
、
組

合
員
・
利
用
者
に
広
報
し
ま
す
。

　
今
後
は
、
月
次
の
進
捗
確
認
会
議
、
半

期
毎
の
実
績
確
認
会
議
を
開
き
、
進
捗
を

管
理
し
ま
す
。

　
春
田
組
合
長
は
「
Ｊ
Ａ
全
体
で
の
収
支

改
善
が
喫
緊
の
課
題
。
資
材
価
格
の
高
騰

を
受
け
、
農
家

の
肥
料
・
飼
料

の
購
買
力
が
落

ち
て
い
る
今
こ

そ
、
渉
外
力
を

高
め
取
扱
高
の

伸
長
に
努
め
た

い
」
と
話
し
ま

し
た
。

【
金
山
ね
ぎ
】

安
定
供
給・安
定
販
売
へ

出
向
く
活
動
の

更
な
る
強
化
を

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
き
ん
か
ん
部
会
は
９
月

15
日
、
き
ん
か
ん
全
体
研
修
会
を
開
き
、

生
産
者
・
関
係
機
関
の
45
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
東
郷
町
烏
丸
の
木
通
澄
俊
さ
ん
、
さ
つ

ま
町
広
瀬
の
山
下
信
男
さ
ん
の
圃
場
の
経

営
規
模
・
労
働
力
・
生
産
状
況
・
元
肥
・

夏
肥
な
ど
の
視
察
を
し
ま
し
た
。　

　
山
下
園
で
は
試
験
区
と
し
て
鹿
児
島
県

経
済
連
の
「
カ
ジ
ュ
リ
ッ
チ
」
を
園
内
15

㌃
に
元
肥
と
し
て
使
用
し
、
経
過
を
観

察
・
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
同
園
で
は
、
灌
水
施
設
の
実
演

や
、
各
ブ
ー
ス
で
農
薬
や
Ｉ
Ｐ
カ
メ
ラ
等

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
参
加
し
た
部
会

員
は
各
自
ブ
ー
ス
を
訪
れ
、
気
に
な
る
製

品
に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
を
し
て
い
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
は
、
9
月
か
ら
10
月
に

か
け
て
、
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
実
行
委

員
会
に
管
内
産
「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」
、
「
北

さ
つ
ま
茶
」
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
県
内
・

県
外
の
来
場
者
へ
管
内
の
農
畜
産
物
を
Ｐ

Ｒ
し
、
地
産
地
消
・
国
消
国
産
を
後
押
し

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
は
、
合
計
約
2
5
0
㎏
贈

ら
れ
、
出
場
選
手
や
関
係
者
の
斡
旋
支
給

弁
当
と
し
て
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

商
品
で
あ
る
「
北
さ
つ
ま
茶
」
は
合
計

1
6
0
0
本
以
上
が
贈
ら
れ
、
国
体
会
場

の
お
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー
で
無
料
配
布
さ

れ
ま
し
た
。

き
ん
か
ん
部
会

（
全
体
研
修
会
）

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
の

米
と
茶
を
パ
ワ
ー
に
!

灌水施設の実演

管内で合計米約250㎏、茶1600本が
贈られました。

最
終
報
告
に
て
挨
拶
を
す
る

春
田
組
合
長

続投が決まった荒平会長
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作 業 員
大  募  集  !!

令和5年
11月19日日
 8:30～14:00

薩摩川内市総合
運動公園多目的運動場

吹奏楽、薩摩川内おどり太鼓などの
ステージショーがあり、

産直市場では地元の新鮮野菜や新米、
鹿児島黒牛、水産物などを

販売します。
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プロフィール

吉祥庵　聡さん（46歳）
ＪＡ北さつま青壮年部

大玉トマト　    （25ａ：りんか409、かれん）
フルーツトマト（5a：華小町、フルティカ、アイコ）
スマート農業で家族と従業員（４人）とともに
トマト栽培を行う。

Ｑ
1　
農
園
を
始
め
た

　
　
　
き
っ
か
け
は
？

　
シ
ク
ラ
メ
ン
の
鉢
植
え
栽
培
を
約
12
年

し
て
い
ま
し
た
が
、
ト
マ
ト
農
園
の
経
営

を
し
て
い
た
父
が
高
齢
に
な
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
ト
マ
ト
農
園
を
受
け
継
ぐ
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
桜
島
降
灰
対
策
事
業
の
補
助
金
を
活
用

し
、
養
液
栽
培
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た

と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
自
分
な
り
の
工
夫

を
加
え
ま
し
た
。

　
Ｑ
２　
日
々
の
作
業
で
難
し
い

　
　
　
と
思
う
こ
と
は
？

　
誘
引
作
業
な
ど
の
基
本
的
な
こ
と
が
一

番
難
し
く
、
作
業
を
遅
れ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
変
だ
と
感
じ
ま
す
。
日
々
天

候
が
変
化
す
る
の
に
対
応
す
る
た
め
に
は

技
術
と
経
験
が
必
要
で
す
。

　
作
業
の
合
間
の
時
間
を
使
っ
て
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
受
け
る
な
ど
し
て
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
り
、
日
々
進
化
す

る
技
術
を
学
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
３　
最
近
取
り
組
ん
で
い
る

　
　
　
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

　
ト
マ
ト
栽
培
を
始
め
て
12
年
間
、
同
じ

品
種
（
り
ん
か
）
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
年
か
ら
新
し
い
品
種
（
か
れ
ん
）

の
試
験
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

従
来
の
品
種
と
新
し
い
品
種
を
半
分
ず
つ

栽
培
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
４　
他
の
農
家
さ
ん
と
の

　
　
　
交
流
は
あ
り
ま
す
か
？

　
Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
で
は
、
11
月
～
翌
年
６

月
の
期
間
、
総
会
や
月
１
回
の
頻
度
で
勉

強
会
が
あ
り
、
交
流
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
近
隣
の
農
家
さ
ん
と
３
人
で
月

１
回
の
勉
強
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
他
の

方
の
作
物
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
、

栽
培
の
工
夫
や
良
い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
一
度
聞
い
た
こ
と

を
再
確
認
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

Ｑ
５　
今
後
の
目
標
を
教
え
て

　
　
　
下
さ
い
。

　
資
材
高
騰
な
ど
で
経
営
が
非
常
に
厳
し

い
状
態
で
す
が
、
ま
ず
は
安
心
・
安
全
な

ト
マ
ト
を
栽
培
す
る
こ
と
で
す
。
消
費
者

か
ら
の
価
値
を
高
め
単
価
の
ア
ッ
プ
に
繋

が
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　
収
量
の
ア
ッ
プ
も
目
標
の
一
つ
で
す
。

日
々
の
作
業
の
中
で
、
工
夫
を
凝
ら
し
な

が
ら
成
長
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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こちら営農情報局!

園芸
生産販売課　濵田　達郎

野菜づくりについて

１．野菜の耐湿性
一般に野菜は湿害に弱いですが、種類によって差があります。根の酸素要求度が高いと、湿害をうけや
すく、病害が発生しやすいです。一般的に低温期は強いが、高温期は極端に弱くなります。また、生育
時期によって耐湿性も変わります。

今回は、野菜作りにおいての、
①耐湿性　②耐塩性　③好適光強度についてご説明します。
参考にしていただき、美味しい野菜を作りましょう。

湿害の程度 野 菜 の 種 類
比較的強い いちご、さといも、れんこん、セルリー、ふき、みつば、スイートコーン

中 程 度 にんじん、きゅうり、なす、たまねぎ、えんどう、かぶ

弱 い ほうれんそう、だいこん、トマト、スイカ、かぼちゃ、いんげん、そらまめ、ピーマン、メロン、
ばれいしょ

冠水に耐える日数 野菜の種類

５日 さといも、やまいも、しそ

３日 らっかせい、にら

２日 ねぎ、らっきょう、しょうが

１日 だいず、ごぼう、なす、
セルリー、れんこん

7 ～８時間 ほうれんそう、いんげん、
かぼちゃ、たまねぎ

最弱 きゅうり、きゃべつ、トマト、
だいこん、つけな

生育ステージによる
湿害発生程度 発生率 発生度

播種65日目

5日滞水 100 65

3日滞水 100 57

無滞水 3.9 2

播種83日目
（開花始め）

5日滞水 97.8 49

3日滞水 92.6 43

無滞水 14.1 8

播種105日目
（収穫最盛）

5日滞水 100 72

3日滞水 99.3 54

無滞水 26.3 17
注）さやえんどう，品種：乙女10月16日播種，処理11日目

耐塩性 野菜の種類
最強 らっきょう

強 ねぎ、アスパラガス

やや強 さといも、らっかせい、みつば、
ふだんそう

中 さつまいも、いちご、しょうが、
にんじん、ごぼう

やや弱 うど

弱 キャベツ

最弱 だいこん、はくさい、なす、いんげん

区別 目標光強度 野菜の種類

強光 4万lx以上
メロン、トマト、スイカ、
かぼちゃ、きゅうり、
ピーマン、ナス

中光 1 ～ 4万lx エンドウ、インゲン、
セルリー、カブ

弱光 1万lx以下
ミツバ、ショウガ、
レタス、フキ、シソ、
シュンギク

２．野菜の耐塩性 ３．施設野菜の好適光強度
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◆
あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー

ル
子
供
た
ち
が
色
々
な
体

験
が
で
き
て
、
夏
休
み
の

思
い
出
が
で
き
て
、
楽
し

く
拝
読
し
ま
し
た
。
「
脳

寿
命
を
延
ば
す
」
ま
じ
で

読
み
ま
し
た
。
実
行
し
な

く
ち
ゃ
と
、
２
～
３
個
あ

り
ま
し
た
。
色
々
な
所
で

果
物
が
沢
山
生
産
さ
れ
て

い
る
事
に
び
っ
く
り
で
し

た
。
ぜ
ひ
、
販
売
会
、
ぶ

ど
う
、
梨
狩
り
な
ど
が
で

き
る
所
な
ど
を
詳
し
く
載

せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し

た
。

　
薩
摩
川
内
市

　
70
代
前
半
・
女
性

◆
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
の
子

供
た
ち
の
笑
顔
。
楽
し
さ

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

企
画
を
続
け
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
伊
佐
市

　
50
代
後
半
・
男
性

◆
9
月
で
66
歳
に
な
り
ま

し
た
。
65
歳
ま
で
は
何
歳

に
な
り
ま
し
た
か
？
と
言

わ
れ
る
と
、
逆
に
56
歳
と

言
え
た
け
ど
、
こ
れ
か
ら

は
言
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

も
っ
と
大
き
く
な
れ
と
お

い
し
い
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
た
く
さ
ん
貰
い
ま

し
た
。

　
薩
摩
川
内
市

　
60
代
後
半
・
女
性

◆
我
が
家
も
祖
父
の
代
か

ら
植
え
て
あ
る
気
が
あ
っ

た
り
し
て
、
毎
年
大
き
く

な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
選

定
を
考
え
る
の
で
す
が
、

今
回
落
葉
果
樹
の
剪
定
の

記
事
は
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

　
さ
つ
ま
町

　
70
代
前
半
・
女
性

◆
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、

文
字
よ
り
写
真
の
方
が
わ

か
り
や
す
く
、
そ
し
て
又

カ
ラ
ー
で
今
回
の
農
業
体

験
の
こ
ど
も
た
ち
の
姿
が

手
に
取
る
よ
う
に
分
か
り

や
す
か
っ
た
で
す
。
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
！

　
伊
佐
市

　
70
代
前
半
・
女
性

◆
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
で
「
ス

ス
キ
」
「
ツ
キ
ミ
」
「
キ

リ
ギ
リ
ス
」
と
秋
の
ワ
ー

ド
で
解
き
進
め
て
い
く
と

答
え
は
…

ホ
ン
ト
！！
食
欲
の
秋
で
す

ね
～
～

　
薩
摩
川
内
市

　
60
代
前
半
・
女
性

いつもお便り
ありがとうございます！

女性部通信
vol.６

14



①答え
②郵便番号
③住所
④氏名
⑤年齢
⑥意見・感想

895-1811
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５

Ｊ
Ａ
北
さ
つ
ま
経
営
企
画
課

「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
」係

郵便はがきに①答え②郵便番号
③住所④氏名⑤年齢⑥意見・感想な
どを書いて、左記の宛先まで送って
ください。正解者の中から抽選で10
名の方に粗品をプレゼントします。
締切は11月27日㈪。（クイズの応募
で取得した個人情報については、こ
れ以外には使用いたしません）

応募方法

9月号当選者発表 10月号の解答

当選者は12月号で発表します。

　9月号「パズル？頭の体操」当選
者は次の方々に決まりました。お
めでとうございます。

二重マスの文字をA～Eの順
に並べてできる言葉は何で
しょうか？

■ヨコのカギ ■タテのカギ
甘柿の王様と呼ばれることもあります
屋内のこと。――派
ボンレス――、――サンド
漢字では石榴、柘榴などと書く果物
たき火に手をかざして取ります
飲んで食べて話して楽しみます
山野で生まれ育ったヤマノイモ
奇術師が披露するもの
ベンチよりふかふかしています
富士山の山頂を白くします
漬物やワインを詰めます

日光の紅葉の名所。48個のカーブが
あります
――大敵、運転中は気を引き締めて
白――に身を包んだ花嫁さんを押し
ます
ジョギングや水泳、筋トレなどはこ
の一種
ハウスを使わず作物を育てる――栽
培
考えるときにひねるもの
応用に移る前にしっかりと
1カ月の後ろ3分の1
ペンのはキャップと呼ぶこともあり
ます
東京都中央区の地名。豊洲へ移転し
た東京都中央卸売市場があった場所
2人でおそろいの服を着ます

2

5
7

8

10

12
14
16
18

20

21

1
2
3
4
6
9
11
13
15
17
19

▽諏訪　智恵子さん

▽長谷川　和子さん

▽内囿　明子さん

▽赤崎　春代さん

▽椛山　錠二さん

▽福元　清子さん

▽久保　祥子さん

▽永田　貞子さん

▽井上　秀一さん

▽森　和文さん

理 事 会 だ よ り
　第7回理事会を9月28日開きました。次の事
項について協議し、すべて承認されました。

【議　案】
①令和5年度　第2・四半期実績検討について
②固定資産取得　卓上紙幣計算機の更新に
ついて

③固定資産取得　オープン出納機導入につ
いて

④当組合における取引のリスク評価書の定
例改正について

⑤営農・経済プログラムの最終報告について
⑥伊佐加工センターの事業中止と一部事業
移管について

⑦組合員への貸付について
⑧組合と理事との契約について

伊佐加工センターの
事業中止について

（お通知）

　伊佐加工センター事業運営に
つきまして、これまで皆様方に
豆腐・味噌加工所として製造・
販売して参りましたが、昨今の
コロナ禍の影響や材料・資材等
の高騰及び様々な要因が重なり
「伊佐加工センター」を１０月
末日にて事業中止させて頂きま
した。
　これまで皆様方には、長期に
渡りご愛用頂きながら誠に勝手
ではございますが、苦渋の決断
となりましたこと、何卒ご理解
賜りますようお願い申し上げま
す。
　尚、今後につきましては事業
の一部を伊佐女性部（加工グ
ループ）へ移管して参ります。

カ ラ ス ウ リ
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編
集
・
発
行
／
北
さ
つ
ま
農
業
協
同
組
合
・
経
営
企
画
課

鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
虎
居
７
４
５
番
地

電
話
 ０
９
９
６
（
５
３
）
１
１
２
１
（
代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
h
ttp
://w

w
w
.ja
-k
ita
sa
tsu
m
a
.o
r.jp/

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
は
幸
福
の
シ
ン
ボ
ル
で
す
。
４
枚
の
葉
は

さ
つ
ま
川
内
・
さ
つ
ま
・
伊
佐
と
組
合
員
の
絆
を
イ
メ
ー
ジ
。

Ｊ
Ａ
と
の
つ
な
が
り
で
多
く
の
方
々
に
幸
せ
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。

N
ovem

ber. 2023

く
ろ
ー
ば
ー

く
ろ
ー
ば
ー

11
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